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 第 1 章の序論では，本研究の背景となるバイオガスの発生と有効利用の現状と問題点に
ついて整理し，本研究の意義を述べている。  
 第 2 章では，バイオガス精製技術の動向と各技術の特徴について，既往の研究をレビュ
ーし，研究の方法を述べている。 















 第 6 章では，湿式スクラバーでの欠点を解消するためにバイオリアクターを提案し，解
決できることを実証している。排出される精製水にはメタンが溶存しており，排出ととも
にメタンは大気に放出されるため，地球温暖化の原因となる。また，溶存二酸化炭素を含
んでいるため，精製水として再利用できない。そこで，新規スクラバーをバイオリアクタ
ーに改良し，これを用いて溶存メタンの放散を 95%以上防止し，また溶存二酸化炭素を脱
気して精製水が再利用できることに成功している。さらに数学的モデルのシミュレーショ
ンにより至適な運転方法を明らかにしている。 
 第７章では，本研究において明らかにした新規スクラバーの機構解明と精製性能を総括
し，実用化に向けた今後の展望を述べている。 
 このように本論文では，低コストでバイオガスを精製する新規の技術を提供しており，
社会的に大いに寄与するものであり，得られた基礎的な知見や新たな発見は工学上および
学術上貢献するところが大きい。 
 以上，審査の結果，本論文の著者は博士（工学）の学位を授与される十分な資格がある
ものと認められる。 
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